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『
風
流
志
道
軒
伝
』
に
お
け
る
仙
境
描
写

―
異
郷
訪
問
譚
の
系
譜
を
視
座
と
し
て

―

付

暁

霊

一

は
じ
め
に

平
賀
源
内
（
号
、
風
来
山
人
）
の
談
義
本
『
風
流
志
道
軒
伝
』
五
巻
は
、

宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
十
一
月
、
江
戸
で
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
は
、

深
井
志
道
軒
を
主
人
公
に
借
り
、
そ
の
諸
国
遍
歴
を
内
容
と
す
る
作
品
で

あ
る
。

『
風
流
志
道
軒
伝
』
巻
一
で
、
浅
之
進
（
志
道
軒
）
は
、
卵
か
ら
出
た

美
女
に
よ
っ
て
、
木
の
下
の
穴
に
連
れ
て
ゆ
か
れ
、
仙
境
に
至
る
。
こ
の

仙
境
訪
問
譚
は
主
人
公
の
遍
歴
譚
の
初
発
・
前
提
で
あ
り
、
本
作
で
重
要

な
意
味
を
持
つ
。
仙
境
描
写
の
本
文
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

咲
乱
た
る
桃
花
の
下
、
石
な
ん
ど
の
あ
り
て
、
其
中
に
小
き
穴
の
有

け
る
が
、
其
穴
の
中
へ
伴
ひ
行
た
り
。
此
穴
上
よ
り
見
た
る
時
は
、

わ
づ
か
五
六
寸
の
穴
な
り
け
る
が
、
行
時
は
ま
た
人
の
身
の
通
ふ
べ

き
程
の
道
と
ぞ
成
た
り
。
行
こ
と
十
間
あ
ま
り
に
な
れ
ば
、
其
内
平

に
し
て
、
犬
鶏
の
声
な
ん
ど
の
ほ
の
聞
え
て
、
さ
ま
〴
〵
の
木
草
生

し
げ
り
、
梅
が
枝
に
木
伝
ふ
鴬
あ
れ
ば
、
か
た
へ
に
は
卯
の
花
の
垣

根
い
と
白
く
、
雲
井
に
は
子
規
の
お
と
づ
れ
、
紅
葉
に
鳴
小
男
鹿
の

声
、
或
は
ま
た
川
風
さ
む
み
千
鳥
の
む
れ
居
て
、
雪
の
降
し
く
所
も

あ
り
、
四
時
の
花
実
時
を
あ
ら
そ
ひ
、
砂
の
色
も
常
な
ら
ず
、
行
水

の
音
ま
で
も
、
其
清
々
た
る
事
ま
た
有
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。
そ
れ
よ

り
遥
歩
行
ば
、
ゑ
な
ら
ぬ
匂
ひ
の
薫
来
て
、
管
弦
の
音
ほ
の
聞
え
つ

ゝ
、
玉
を
か
ざ
れ
る
楼
閣
あ
り
。
金
銀
の
砂
を
敷
渡
し
、
瑠
璃
の
階

・
馬
腦
の
欄
干
、
ま
た
譬
る
に
も
の
な
し
。
浅
之
進
は
此
処
に
至
り

て
、
少
し
猶
予
し
居
た
れ
ば
、
彼
美
女
、
「
か
く
来
れ
」
と
て
先
に

立
、
幾
間
と
も
な
く
廊
下
を
伝
ひ
行
て
、
一
間
な
る
所
へ
請
じ
入
け

り
。

（
『
風
流
志
道
軒
伝
』
巻
一
）

こ
の
仙
境
描
写
は
、
一
見
す
る
と
『
風
流
志
道
軒
伝
』
の
大
筋
と
は
関

わ
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
本
書
の
主
な
筋
と
認
め
ら
れ
る
諸
国
遍
歴

の
部
分
を
見
る
と
、
十
余
国
の
こ
と
が
書
か
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
景
色

に
関
す
る
描
写
は
殆
ど
な
い
（
巻
四
の
長
脚
国
「
草
木
の
形
も
見
な
れ
ざ

る
も
の
多
く
、
川
水
の
色
も
異
な
る
さ
ま
」
の
一
文
の
み
）
。
一
方
、
仙

境
に
つ
い
て
は
、
描
写
が
詳
し
く
、
分
量
も
多
い
た
め
、
源
内
が
力
を
注

い
だ
部
分
だ
と
判
断
で
き
よ
う
。

こ
の
仙
境
訪
問
譚
の
典
拠
や
類
似
性
を
持
つ
先
蹤
に
つ
い
て
、
美
女
が

案
内
す
る
の
は
『
遊
仙
窟
』（

一
）

、
小
道
を
通
っ
て
仙
境
に
入
る
の
は
「
桃

花
源
記
」（

二
）

に
よ
る
と
指
摘
さ
れ
る
ほ
か
、「
武
陵
桃
源
」
、「
劉
阮
天
台
」

の
故
事

（
三
）

も
提
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
仙
境
が
木
の
下
に
あ
る
の
は
、
淳

于
棼
が
槐
安
国
へ
行
っ
た
「
槐
下
穴
」
に
想
を
得
た
可
能
性

（
四
）

や
、
『
諏
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訪
の
本
地
』
『
か
く
れ
里
』
な
ど
日
本
的
な
地
下
仙
境
譚
の
系
統
で
あ
る

こ
と

（
五
）

が
指
摘
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
風
流
志
道
軒
伝
』
に
お
け
る
仙
境
描
写
に
は
種
々
の

モ
チ
ー
フ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
注
目
さ
れ
る
。
一
方
、
傍
線
部
の
よ
う
な
、

仙
境
に
四
季
の
景
色
が
同
時
に
見
え
る
こ
と
（
以
下
、
四
季
同
時
）
に
関

す
る
検
討
は
、
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
。『
風
来
山
人
集
』
の
頭
注
に
、

・
以
下
四
季
の
景
を
一
時
に
見
る
仙
境
の
説
明
。
玉
葉
、
春
上
「
花

は
な
ほ
枝
に
こ
も
り
て
鶯
の
こ
づ
た
ふ
声
ぞ
い
ろ
は
あ
り
け
る
」
。

・
同
、
夏
「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
空
に
声
し
て
卯
の
花
の
垣
根
も
白
く
月
ぞ

出
で
ぬ
る
」
。

・
子
規
・
小
男
鹿
共
に
和
歌
的
な
表
現
。

・
拾
遺
、
冬
「
思
ひ
か
ね
妹
が
り
行
け
ば
冬
の
夜
の
川
風
さ
む
み
千

鳥
鳴
く
な
り
」
。

と
挙
げ
ら
れ
た
よ
う
に
、
和
歌
的
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

る
程
度
で
あ
る
。

四
季
同
時
の
趣
向
は
、
既
に
示
さ
れ
る
中
国
側
の
典
拠
に
見
当
た
ら
ず
、

他
の
漢
籍
に
お
け
る
仙
境
描
写
を
見
渡
し
て
も
、
一
般
的
で
は
な
い
よ
う

で
あ
る

（
六
）

。
ま
た
、
仙
境
が
地
下
に
あ
る
こ
と
の
先
蹤
と
し
て
言
及
さ

れ
る
、
日
本
側
の
『
諏
訪
の
本
地
』
『
か
く
れ
里
』
の
本
文
を
確
認
す
る

と
、
複
数
の
季
節
の
景
物
が
存
在
す
る
要
素
も
見
ら
れ
る
が
、
両
作
は
表

現
上
、
『
風
流
志
道
軒
伝
』
と
の
一
致
度
が
低
い

（
七
）

点
か
ら
、
少
な
く
と

も
四
季
同
時
に
つ
い
て
は
、
両
作
は
『
風
流
志
道
軒
伝
』
と
の
関
係
が
薄

い
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
源
内
の
四
季
同
時
の
描
写
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
。
な
ぜ
こ
の

よ
う
な
描
写
が
彼
の
描
く
仙
境
に
必
要
で
あ
っ
た
の
か
。

源
内
の
仙
境
描
写
が
、
漢
籍
由
来
の
描
写
・
構
想
を
土
台
に
し
て
い
る

こ
と
は
、
「
桃
花
源
記
」
や
『
遊
仙
窟
』
と
の
類
似
点
の
多
さ
か
ら
確
認

で
き
る
。
こ
の
原
典
を
和
訳
し
た
よ
う
な
唐
土
風
の
濃
い
仙
境
の
中
、
突

如
と
し
て
和
歌
的
景
色
が
展
開
さ
れ
る
の
は
、
や
や
不
自
然
で
あ
る
。
漢

籍
由
来
の
表
現
を
模
倣
す
る
だ
け
で
も
仙
境
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
殊
更
に
和
歌
的
表
現
を
挿
入
す
る
こ
と
に
は
、
ど
の
よ

う
な
意
図
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
四
季
描
写
の
検
討
は
、
源
内
の
創
作
意

識
の
一
端
を
解
明
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
源
内
の
四
季
描
写
の
先
蹤
に
つ
い
て
、
中
世
に
お

け
る
異
郷
（
仙
境
、
竜
宮
、
鬼
国
、
酒
呑
童
子
の
住
処
な
ど
）
訪
問
譚
の

先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
類
似
例
を
挙
げ
る
。
次
い
で
、
四
季
同
時
の
描
写

を
創
作
に
利
用
す
る
意
味
を
解
明
す
る
た
め
に
、
源
内
の
時
代
（
近
世
前

中
期
）
に
お
け
る
異
郷
訪
問
譚
の
様
相
を
検
討
す
る
。
そ
れ
を
通
じ
て
、

『
風
流
志
道
軒
伝
』
の
仙
境
描
写
の
特
徴
を
把
握
し
、
源
内
の
創
作
姿
勢

を
考
察
す
る
。

二

源
内
の
四
季
描
写
の
先
蹤

―
中
世
に
お
け
る
異
郷
描
写

源
内
の
仙
境
描
写
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
和
歌
的
表
現
が
見
ら
れ
る
が
、

源
内
よ
り
少
し
遡
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
仙
境
の
四
季
描
写
は
、
彼
の
創
作

で
は
な
く
、
中
世
に
お
け
る
異
郷
訪
問
譚
に
お
け
る
常
套
表
現
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。

中
世
に
お
け
る
異
郷
訪
問
譚
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
先
行
研
究
が
備
わ

る
（
八
）

。
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
、
中
世
に
お
け
る
異
郷
描
写
の
特
徴
を
ま

と
め
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
「
四
方
四
季
」
（
四
方
に
四
季
の
植
物
を
配
置
す
る
こ
と
）
の
趣
向

が
多
く
見
ら
れ
、
方
位
と
季
節
と
の
対
応
関
係
は
「
東
―
春
、
南
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―
夏
、
西
―
秋
、
北
―
冬
」
で
あ
る
。
四
季
の
同
時
存
在
が
多
い
。

四
季
描
写
に
お
い
て
、
季
節
を
代
表
す
る
植
物
の
使
用
、
歌
語
の

使
用
が
一
般
的
で
あ
り
、
類
型
的
表
現
が
な
さ
れ
る
。

・
建
物
、
砂
、
木
な
ど
に
、
金
・
銀
・
瑠
璃
・
瑪
瑙
・
玉
・
琥
珀
な

ど
修
飾
語
の
使
用
が
多
く
、
類
型
的
表
現
が
な
さ
れ
る
。

先
行
研
究
に
示
さ
れ
た
、
四
季
の
趣
向
を
有
す
る
中
世
の
異
郷
訪
問
譚

作
品
を
表
一
に
纏
め
る
。
『
風
流
志
道
軒
伝
』
と
の
共
通
要
素
と
し
て
、

当
該
作
品
の
四
季
描
写
に
あ
る
景
物
を
、
本
文
か
ら
抜
き
出
し
て
示
す
。

な
お
、
使
用
す
る
底
本
が
近
世
刊
行
・
書
写
の
も
の
が
あ
る
が
、
作
品

自
体
は
中
世
の
成
立
で
あ
る
た
め
、
創
作
の
観
点
か
ら
、
先
行
研
究
と
同

様
に
、
こ
れ
ら
を
中
世
の
異
郷
訪
問
譚
と
す
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

表
一

中
世
の
異
郷
描
写
と
『
風
流
志
道
軒
伝
』
と
の
共
通
要
素

【
凡
例
】

．
作
品
は
可
能
な
限
り
成
立
順
に
配
列
し
た
が
、
成
立
年
代
の
推
定

1範
囲
が
広
い
も
の
、
未
詳
の
も
の
が
多
い
た
め
、
前
後
す
る
場
合
が
あ

る
。．

刊
本
の
あ
る
作
品
は
、
刊
本
を
使
用
す
る
。
た
だ
し
、
源
内
自
身

2が
作
中
で
言
及
し
た
浦
島
伝
説
に
つ
い
て
は
、
四
季
同
時
の
趣
向
が
あ

る
諸
本
を
表
一
に
取
り
上
げ
る
。

．
「
●
」
は
、
そ
の
要
素
が
作
品
に
見
え
る
こ
と
を
示
す
。

3
．「
『
風
流
志
道
軒
伝
』
と
の
共
通
要
素
」
欄
の
表
記
は
底
本
に
従
う
。

4
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表
一
の
中
に
は
、
刊
本
の
あ
る
作
品
（
表
一
①
②
③
⑤
⑥
⑩
）
も
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
四
季
描
写
に
は
『
風
流
志
道
軒
伝
』
と
重
な
る
部
分

が
あ
る
一
方
、
相
違
も
あ
り
、
た
だ
ち
に
刊
本
の
直
接
的
影
響
を
認
め
る

の
は
躊
躇
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
源
内
自
身
が
作
中
で
言
及
す
る

（
九
）

浦
島
伝
説
に
つ
い
て
、

渋
川
版
『
浦
嶋
太
郎
』
（
表
一
⑤
）
の
該
当
部
分
を
確
認
し
て
お
く
。

冗
長
を
避
け
る
た
め
、
該
当
本
文
の
み
を
摘
記
し
て
示
す
こ
と
に
す
る

（
以
下
同
）
。
番
号
の
❶
❷
❸
❹
は
、
そ
れ
ぞ
れ
春
夏
秋
冬
を
表
す
。

梅
や
桜
の
咲
き
乱
れ

❶

な
び
く
霞
の
う
ち
よ
り
も
、
鶯
の
音
も
軒
近
く

❶

春
を
へ
だ
つ
る
垣
穂
に
は
、
卯
花
や
、
ま
づ
咲
き
ぬ
ら
ん

❷

夕
立
過
る
雲
間
よ
り
、
声
た
て
通
る
ほ
と
ゝ
ぎ
す

❷

西
は
秋
と
う
ち
見
え
て
、
四
方
の
梢
も
紅
葉
し
て

➌

声
も
の
す
ご
き
鹿
の
音
に

➌

雪
に
埋
る
ゝ
谷
の
戸
に

（
渋
川
版
『
浦
嶋
太
郎
』
）

➍
春
は
梅
と
鶯
、
夏
は
卯
花
と
ほ
と
と
ぎ
す
、
秋
は
紅
葉
と
鹿
、
冬
は
雪
、

と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
る
点
が
共
通
す
る
。
一
方
、
『
風
流
志
道
軒

伝
』
に
あ
る
、
鶯
が
梅
の
枝
を
木
伝
う
と
い
う
表
現
や
、
ほ
と
と
ぎ
す
と

併
せ
て
用
い
ら
れ
る
「
雲
井
」
の
語
、
卯
花
と
併
せ
て
用
い
ら
れ
る
「
垣

根
」
、
秋
の
「
小
男
鹿
」
、
冬
の
「
千
鳥
」
な
ど
は
、
『
浦
嶋
太
郎
』
に
は

見
ら
れ
な
い
。
な
お
、
浦
島
伝
説
に
関
す
る
諸
本
間
に
は
異
同
が
あ
る
が
、

以
上
に
挙
げ
た
相
違
点
に
つ
い
て
は
、
様
相
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
。

表
現
の
上
で
浦
島
関
係
作
品
よ
り
も
若
干
類
似
性
の
高
い
作
品
を
挙
げ

る
と
、
赤
木
文
庫
旧
蔵
絵
巻
『
す
ゑ
ひ
ろ
物
語
』
（
表
一
⑦
）
が
あ
る
。

本
作
に
お
け
る
仙
家
の
四
季
描
写
に
、
以
下
の
よ
う
な
部
分
が
あ
る
。

谷
の
う
ぐ
ひ
す
、
軒
ち
か
く
、
梅
が
さ
え
だ
に
、
つ
た
ひ
て
は

❶

か
き
ね
に
白
く
見
え
わ
た
る
、
卯
の
は
な
の
、
よ
そ
ほ
ひ
は

❷

雲
井
に
名
の
る
、
ほ
と
ゝ
ぎ
す

❷

ま
ど
の
も
み
ぢ
葉
、
う
す
く
こ
く

➌

妻
こ
ふ
鹿
の
、
こ
ゑ
〴
〵
に

➌

雪
の
し
た
な
る
、
谷
川
も

➍

嶺
ふ
く
あ
ら
し
、
は
げ
し
き
に
、
羽
が
ひ
を
か
は
す
、
鴨
鳥
の
、

➍を
し
ね
の
夢
や

（
赤
木
文
庫
旧
蔵
絵
巻
『
す
ゑ
ひ
ろ
物
語
』
）

『
す
ゑ
ひ
ろ
物
語
』
は
、
秋
の
鹿
が
「
妻
こ
ふ
鹿
」
と
な
っ
て
い
る
点
、

冬
に
「
鴨
鳥
」
が
用
い
ら
れ
る
点
は
『
風
流
志
道
軒
伝
』
と
異
な
る
が
、

大
半
（
特
に
春
夏
）
に
お
い
て
、
表
現
の
一
致
が
見
ら
れ
、
全
体
的
に
『
浦

嶋
太
郎
』
よ
り
類
似
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

前
掲
の
例
は
室
町
時
代
に
成
立
し
た
作
品
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
新

た
に
創
作
さ
れ
た
作
品
に
も
類
似
例
が
存
在
す
る
。
寛
文
二
年
（
一
六
六

二
）
刊
『
安
倍
晴
明
物
語
』
に
お
け
る
竜
宮
の
四
季
描
写
に
、
以
下
の
よ

う
な
部
分
が
あ
る
。

谷
の
鶯
軒
ち
か
き
梅
の
小
枝
に
、
来
鳴
つ
ゝ

❶

垣
ね
に
白
き
、
卯
の
花

❷

雲
井
に
な
の
る
、
ほ
と
ゝ
ぎ
す

❷

時
雨
に
そ
む
る
、
紅
葉
の
色

➌

遠
近
鹿
の
、
声
た
て
ゝ
。
妻
と
ふ
夜
半
こ
そ
、
あ
は
れ
な
れ

➌

北
の
か
た
に
ハ
、
嵐
ふ
く
。
こ
ず
ゑ
ハ
雪
の
、
花
咲
て

➍

（
『
安
倍
晴
明
物
語
』
巻
二
）

『
安
倍
晴
明
物
語
』
の
場
合
、
春
の
「
木
伝
ふ
」
、
秋
の
「
小
男
鹿
」
、

冬
の
「
千
鳥
」
な
ど
が
な
い
の
は
『
風
流
志
道
軒
伝
』
と
異
な
る
が
、
夏

の
描
写
は
一
致
度
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
に
挙
げ
た
先
例
は
、
『
風
流
志
道
軒
伝
』
と
の
類
似
も
あ
り
、
小
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異
も
あ
り
、
い
ず
れ
も
源
内
の
直
接
依
拠
し
た
資
料
と
は
確
定
で
き
な
い
。

ま
た
、
源
内
が
冬
の
描
写
に
お
い
て
千
鳥
を
描
く
の
は
、
直
接
的
な
依
拠

資
料
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
単
に
冬
の
歌
語
で
あ
る
か
ら
用
い
た
だ
け
な

の
か
も
、
現
時
点
で
は
判
断
し
か
ね
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
風
流
志
道

軒
伝
』
の
仙
境
描
写
の
一
部
を
成
す
四
季
描
写
が
、
こ
う
し
た
日
本
に
お

け
る
先
蹤
に
負
っ
て
い
る
こ
と
は
動
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

三

近
世
の
異
郷
描
写
の
系
譜
か
ら
見
た
『
風
流
志
道
軒
伝
』

前
節
で
、
源
内
の
四
季
描
写
が
、
中
世
の
伝
統
の
系
譜
に
連
な
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
源
内
の
時
代
に
、
こ
の
趣
向
を
漢
籍
の
描
写

と
融
合
さ
せ
て
創
作
に
利
用
す
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て

い
た
の
か
。
そ
れ
を
考
え
る
に
は
、
近
世
期
に
成
立
し
た
異
郷
訪
問
譚
の

異
郷
描
写
の
系
譜
を
概
観
す
る
必
要
が
あ
る
。

『
風
流
志
道
軒
伝
』
以
前
に
成
立
し
た
仮
名
草
子
、
浮
世
草
子
そ
の
他

小
説
類
、
草
双
紙
に
お
け
る
異
郷
訪
問
譚
に
つ
い
て
、
四
季
同
時
の
趣
向

や
四
季
の
景
物
が
ど
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
の
か
を
調
査
し
た
。

調
査
対
象
は
、
仮
名
草
子
は
『
仮
名
草
子
集
成
』
第
一
巻
～
第
六
十
九

巻
（
十
）

所
収
の
作
品
、
浮
世
草
子
は
浮
世
草
子
大
事
典
編
集
委
員
会
編
『
浮

世
草
子
大
事
典
』（

十
一
）

、
草
双
紙
は
叢
の
会
編
『
草
双
紙
事
典
』（

十
二
）

所
収

の
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
、
先
行
研
究
で
源
内
作
品
へ
の
影
響
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
、
談
義
本
を
中
心
と
し
た
十
九
点

（
十
三
）

も
対
象
と
し
た
。

調
査
方
法
に
つ
い
て
、
仮
名
草
子
は
本
文
を
通
読
し
、
浮
世
草
子
と
草

双
紙
は
、
事
典
の
梗
概
を
参
照
し
て
異
郷
訪
問
譚
を
特
定
し
、
本
文
を
確

認
し
た
。
そ
の
結
果
を
表
に
ま
と
め
た
（
後
掲
表
二
、
表
三
、
表
四
）
。

ま
ず
、
仮
名
草
子
の
異
郷
訪
問
譚
（
表
二
）
に
つ
い
て
は
、
『
仮
名
草

子
集
成
』
既
刊
分
の
内
、
異
郷
の
四
季
同
時
と
い
う
趣
向
は
、
前
掲
『
安

倍
晴
明
物
語
』
（
表
二
③
）
に
例
が
見
え
る
程
度
で
、
中
世
の
作
品
に
比

べ
、
ご
く
少
量
で
あ
る
。

仮
名
草
子
に
お
い
て
、
四
季
同
時
の
趣
向
を
用
い
な
い
場
合
の
異
郷
描

写
の
傾
向
を
確
認
す
る
と
、
以
下
の
こ
と
が
分
か
る
。

第
一
に
、
四
季
の
景
物
に
比
べ
て
多
用
さ
れ
る
の
は
、
珍
し
い
植
物
（
「
名

も
し
ら
ぬ
草
の
花
」
「
異
草
」
な
ど
見
慣
れ
な
い
植
物
、
「
七
宝
の
樹
」
な

ど
想
像
上
の
植
物
を
総
称
し
た
も
の
）
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
は
仏
典
、

漢
籍

（
十
四
）

に
も
散
見
し
、
日
本
独
特
の
趣
向
で
は
な
い
。

第
二
に
、
作
品
の
多
く
が
翻
案
・
翻
訳
作
品
で
あ
る
た
め
、
異
境
描
写

は
原
典
に
従
う
も
の
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
描
写
の
有
無
（
表
二
④
⑤
⑨

⑪
、
描
写
な
し
）
、
前
述
の
珍
し
い
植
物
（
表
二
⑤
に
お
け
る
二
例
）
、
描

写
に
お
け
る
実
在
の
植
物
の
種
類
（
松
、
桑
、
麻
、
槐
）
な
ど
、
原
典
を

継
承
し
た
も
の
が
多
い
。
四
季
同
時
の
例
が
少
な
い
の
は
、
こ
の
点
に
関

連
す
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
浮
世
草
子
と
談
義
本
（
表
三
）
に
お
い
て
も
、
四
季
同
時
と
推

定
で
き
る
作
品
は
多
く
な
い
。
『
風
流
志
道
軒
伝
』
の
ほ
か
に
、
五
作
が

あ
る
。

ま
ず
、
地
獄
物
の
系
統
に
属
す
る
三
作
を
確
認
し
て
い
く
。
そ
の
一
つ

は
、
井
原
西
鶴
著
『
椀
久
二
世
の
物
語
』
（
表
三
⑨
）
で
あ
り
、
描
か
れ

る
の
は
地
獄
に
お
け
る
住
家
で
あ
る
。

我
最
後
よ
り
け
ふ
迄
日
数
折
れ
ば
、
極
月
廿
八
日
か
と
覚
し
が
、
春

の
事
ど
も
拵
へ
る
沙
汰
も
な
く
、
書
出
し
の
取
や
り
な
く
、
只
ぼ
う

ぜ
ん
と
し
た
る
住
家
千
草
万
木
四
季
の
わ
か
ち
も
な
く
、

梢
の
楊

❷

梅
見
れ
ば
、

水
仙
の
花
ざ
か
り
に
、

野
は
秋
萩
の
み
だ
れ
、

松

➍

➌

❶

に
は
藤
の
ち
り
か
か
り
、

茄
子
畠
に
唐
辛
子
い
ろ
づ
き
、
さ
て
も

❷
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わ
け
な
き
所
ぞ
か
し
。
椀
久
草
庵
と
お
も
ふ
所
の
内
に
入
て
、
折
節

雨
の
夜
の
淋
し
さ
、
む
か
し
を
今
か
た
り
慰
む
よ
り
外
の
事
な
し
。

（
『
椀
久
二
世
の
物
語
』
上
巻
）

源
内
著
『
根
南
志
具
佐
』
が
「
地
獄
物
・
追
善
物
・
際
物
と
い
う
要
素

に
お
い
て
、
西
鶴
の
流
れ
を
汲
む
浮
世
草
子
に
多
く
を
負
っ
て
成
立
し
た
」

一
方
、
「
直
接
的
な
文
句
取
り
が
殆
ど
見
ら
れ
な
い
」
こ
と
が
、
石
上
敏

「
平
賀
源
内
の
戯
作
へ
の
浮
世
草
子
の
影
響
に
つ
い
て
」（

十
五
）

に
指
摘
さ

れ
る
。
右
の
異
郷
描
写
を
確
認
す
る
と
、
描
か
れ
る
の
は
楊
梅
、
茄
子
、

水
仙
、
秋
萩
、
藤
な
ど
で
あ
り
、『
風
流
志
道
軒
伝
』
の
要
素
と
異
な
る
。

具
体
的
な
文
言
の
一
致
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
石
上
氏
の
指
摘
と
符
合
す

る
。ま

た
、
同
様
の
こ
と
は
、『
椀
久
二
世
の
物
語
』
と
同
じ
く
地
獄
物
で
、

幻
夢
著
『
西
鶴
冥
途
物
語
』（
表
三
⑫
）
の
極
楽
描
写
、
西
沢
一
風
著
『
好

色
閻
魔
歌
舞
記
』（
表
三
⑱
）
の
地
獄
描
写
に
も
見
ら
れ
る
。

扨
そ
の
の
ち
さ
い
く
は
く
げ
ん
む
両
人
は
、
七
ぽ
う
の
き
ざ
は
し
に

ひ
ざ
ま
づ
き
、
歌
道
万
と
く
の
そ
ん
よ
う
、
人
丸
の
け
ぶ
つ
を
お
が

み
た
て
ま
つ
れ
ば
、
（
中
略
）
ひ
が
し
の
か
た
は
春
の
け
し
き
、
（
中

略
）

う
ぐ
い
す
、
ひ
ば
り
、
き
ゝ
す
へ
鳥
、
（
中
略
）
南
の
か
た

❶

は
夏
の
て
い
、
（
中
略
）

初
ほ
と
ゝ
ぎ
す
を
と
づ
れ
て
、
連
衆
の

❷

句
を
や
吟
ず
ら
ん
（
中
略
）

に
し
き
に
ま
が
ふ
も
み
ぢ
葉
の
、
み

➌

ぎ
は
の
草
に
と
ゞ
ま
り
て
（
中
略
）

こ
ず
ゑ
に
か
ゝ
る
し
ら
雪
の
、

➍

は
な
に
あ
ら
そ
ふ
ば
か
り
な
り
。

（
『
西
鶴
冥
途
物
語
』
巻
四
）

瑠
璃
の
し
と
み
琥
珀
の
う
つ
ば
り
。
鳳
の
瓦
は
五
色
に
か
ゝ
や
き
。

宮
殿
軒
を
な
ら
べ
ろ
う
か
く
つ
ま
を
か
さ
ね
た
り
。

遠
山
に
の
こ

❶

る
雪
。
霞
な
が
ら
に
風
吹
ば
軒
ば
の
梅
の
さ
き
に
ほ
ひ
。
う
ぐ
ひ
す

の
声
め
づ
ら
し
き
初
桜
。

松
か
げ
に
見
る
突
山
よ
り
な
が
る
ゝ
滝

❷

の
水
さ
ゐ
さ
ゐ
と
し
て
（
中
略
）

平
砂
に
あ
そ
ぶ
雁
金
。
芦
辺
を

➌

わ
く
る
む
ら
鷺
。

手
が
い
の
鶴
の
羽
を
や
す
め
。
む
れ
ゐ
る
つ
ば

➍

さ
爰
か
し
こ
。
右
に
孔
雀
舞
あ
そ
べ
ば
。

鴛
鴦
ね
む
り
を
さ
ま
す

➍

気
色
。

（
『
好
色
閻
魔
歌
舞
記
』
巻
一
）

『
西
鶴
冥
途
物
語
』
に
お
い
て
は
、
大
量
の
景
物
の
う
ち
に
、
傍
線
部

の
よ
う
な
、
源
内
の
描
写
と
重
な
る
景
物
も
含
ま
れ
る
。
た
だ
し
、
前
後

の
表
現
の
一
致
度
は
中
世
の
類
型
表
現
に
は
及
ば
な
い
。
『
好
色
閻
魔
歌

舞
記
』
に
様
々
な
景
物
が
あ
る
こ
と
は
先
行
地
獄
物
の
流
れ
を
受
け
た
も

の
で
あ
ろ
う
が
、
本
作
に
は
「
四
季
」
の
文
言
や
春
夏
秋
冬
の
明
示
は
な

か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、西
鶴
の
流
れ
を
汲
む
浮
世
草
子
に
お
け
る
異
郷
描
写
が
、

『
風
流
志
道
軒
伝
』
の
ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
た
だ
し
、
表

現
と
し
て
は
『
風
流
志
道
軒
伝
』
は
、
第
二
節
に
挙
げ
た
中
世
の
類
型
表

現
に
近
い
。

ま
た
、
四
季
の
詳
細
描
写
の
あ
る
三
例
に
お
い
て
は
、
（
建
物
な
ど
に

関
す
る
常
套
表
現
を
除
き

（
十
六
）

）
『
風
流
志
道
軒
伝
』
に
見
え
る
よ
う
な

漢
籍
の
描
写
と
融
合
さ
せ
る
姿
勢
が
見
ら
れ
な
い
。
な
お
、
こ
の
こ
と
は
、

第
二
節
に
纏
め
た
先
例
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

次
に
、
地
獄
物
で
は
な
い
二
作
の
本
文
を
掲
げ
る
。

玄
関
を
上
り
お
く
ふ
か
く
行
て
。
四
季
の
間
に
客
僧
た
ち
を
せ
う
じ
。

お
竹
ハ
内
に
入
け
る
。

（
『
好
色
酒
呑
童
子
』
巻
四
）

右
の
『
好
色
酒
呑
童
子
』
（
表
三
⑩
）
は
酒
呑
童
子
伝
説
を
も
じ
っ
た

好
色
物
で
あ
り
、
訪
れ
る
場
所
（
隠
家
）
に
、
傍
線
部
の
よ
う
に
「
四
季

の
間
」
が
あ
る
。
し
か
し
、
詳
細
描
写
は
な
い
。

四
季
の
詳
細
描
写
が
な
い
こ
と
は
、
克
斎
著
『
風
俗
遊
仙
窟
』
（
表
三
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㉝
）
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

暫
ら
く
佇
む
所
に
。
売
炭
の
翁
に
行
遇
た
り
。
か
の
も
の
指
ざ
し
て
。

是
な
ん
神
仙
の
窟
な
り
と
教
ぬ
。
心
ゆ
か
し
く
行
々
て
み
れ
ば
。
四

季
折
々
の
気
色
を
同
時
に
備
へ
。
そ
の
ほ
か
目
な
れ
ぬ
草
木
。
花
開

け
実
を
む
す
ぶ
。
文
生
あ
や
し
く
そ
の
か
み
唐
土
の
人
桃
源
に
至
り
。

我
朝
の
浦
島
が
む
か
し
物
語
の
格
に
や
と
。
そ
ゞ
ろ
に
信
を
発
し
。

（
『
風
俗
遊
仙
窟
』
巻
一
）

『
風
俗
遊
仙
窟
』
は
『
遊
仙
窟
』
を
元
に
し
た
仙
境
訪
問
譚
で
あ
り
、

そ
の
仙
境
描
写
に
「
四
季
折
々
の
気
色
を
同
時
に
備
へ
」
と
あ
る
。
ま
た
、

傍
線
部
の
よ
う
に
作
中
に
「
桃
花
源
記
」
と
浦
島
伝
説
を
用
い
る
点
や
、

両
作
に
細
か
い
要
素
の
一
致
が
見
ら
れ
る
点

（
十
七
）

か
ら
、
源
内
が
本
作
を

直
接
参
考
に
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
同
じ
く
漢
籍
を
利
用
し

て
い
る
が
、
歌
語
で
構
成
さ
れ
る
詳
細
な
四
季
描
写
を
加
え
る
こ
と
は
、

『
風
流
志
道
軒
伝
』
の
『
風
俗
遊
仙
窟
』
と
異
な
る
特
徴
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
表
三
に
お
い
て
、
『
風
流
志
道
軒
伝
』
以
前

に
四
季
の
詳
細
描
写
が
あ
る
も
の
は
僅
か
三
作
し
か
な
く
、
中
世
に
作
ら

れ
た
作
品
に
比
べ
て
ご
く
少
量
で
あ
る
。

四
季
同
時
の
趣
向
が
用
い
ら
れ
な
い
場
合
、
仮
名
草
子
の
場
合
と
同
様

に
珍
し
い
植
物
が
登
場
す
る
ほ
か
、
外
部
の
世
界
と
異
な
る
季
節
で
あ
る

描
写
（
表
三
③
『
西
鶴
諸
国
ば
な
し
』「
折
ふ
し
は
冬
山
を
分
け
の
ぼ
り
、

落
葉
の
霜
を
ふ
み
て
来
り
し
に
、
こ
こ
の
景
色
は
春
な
れ
や
」
）
や
、
同

じ
季
節
が
続
く
描
写
（
表
三
⑯
『
多
満
寸
太
礼
』
「
此
国
つ
ね
に
四
季
な

ふ
し
て
、
寒
暑
な
し
。
い
つ
も
吾
朝
の
秋
に
似
た
り
」
）
、
常
に
多
く
の
花

が
咲
い
て
い
る
描
写
（
源
内
の
『
根
南
志
具
佐
』
に
影
響
を
与
え
た
と
知

ら
れ
る
表
三
㉞
『
不
埒
物
語
』
「
四
季
に
む
り
や
う
の
花
咲
」
）
な
ど
が
見

ら
れ
る
。

ま
た
、
表
三
⑬
『
小
夜
嵐
物
語
』
は
、
源
内
の
『
根
南
志
具
佐
』
に
影

響
を
与
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

（
十
八
）

が
、
そ
の
異
郷
描
写
に
注
目
す
る
と
、

或
時
大
王
南
殿
に
出
御
な
り
し
に
、
比
は
陬
月
中
旬
の
事
な
れ
ば
、

遠
山
に
の
こ
る
雪
は
、
か
す
み
な
が
ら
に
風
ふ
れ
て
、
軒
端
の
梅
の

さ
き
に
ほ
ひ
、
園
の
鶯
ほ
の
か
な
る
声
め
づ
ら
し
き
初
桜
。

（
『
小
夜
嵐
物
語
』
巻
一
）

の
よ
う
に
、
描
い
た
の
は
春
の
み
で
あ
り
、
四
季
の
こ
と
に
は
言
及
が
な

い
。
源
内
は
『
小
夜
嵐
物
語
』
の
異
郷
描
写
を
知
っ
て
い
た
が
、
利
用
し

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

草
双
紙
（
表
四
）
に
至
る
と
、
四
季
の
同
時
存
在
が
顕
著
に
見
ら
れ
る

作
品
は
、
今
回
の
調
査
範
囲
で
は
に
わ
か
に
見
出
せ
な
い
。

表
四
に
挙
げ
た
作
品
に
は
、
伝
統
的
な
「
四
季
」
の
植
物
に
比
べ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
場
面
に
適
し
た
植
物
が
多
く
描
か
れ
る
。
た
と
え
ば
、
天
狗
と

関
連
の
あ
る
植
物
と
し
て
知
ら
れ
る

（
十
九
）

杉
は
、
草
双
紙
に
お
い
て
、
異

類
・
怪
物
（
天
狗
、
土
蜘
蛛
、
鬼
な
ど
）
の
登
場
す
る
場
面
や
、
山
の
描

写
に
使
用
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

以
上
よ
り
、
中
世
日
本
の
異
郷
訪
問
譚
に
多
く
見
ら
れ
る
四
季
同
時
は
、

近
世
の
新
た
な
創
作
物
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
一
般
的
で
は
な
く
、
中
世

以
来
の
異
郷
描
写
の
型
が
崩
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、

漢
籍
由
来
の
描
写
を
土
台
に
し
つ
つ
、
歌
語
で
構
成
さ
れ
る
表
現
を
付
加

す
る
描
き
方
は
、
日
本
に
お
け
る
異
郷
訪
問
譚
の
中
で
も
稀
な
も
の
と
考

え
ら
れ
、
『
風
流
志
道
軒
伝
』
の
特
徴
で
あ
る
と
言
え
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
『
風
流
志
道
軒
伝
』
に
お
け
る
仙
境
描
写
は
、

源
内
が
多
く
影
響
を
受
け
て
い
る
よ
う
な
近
世
期
の
作
品
の
異
郷
描
写
の

流
れ
を
安
易
に
踏
襲
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な

仙
境
描
写
を
意
識
的
に
行
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
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四

源
内
の
漢
籍
受
容
の
姿
勢

源
内
の
仙
境
の
描
き
方
に
は
、ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
を
考
え
る
際
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
彼
の
漢
籍
や
中
国
文
化
受

容
の
姿
勢
を
示
し
て
お
き
た
い
。

美
女
が
案
内
す
る
こ
と
、
小
道
を
通
っ
て
仙
境
に
入
る
こ
と
、
仙
境
が

木
の
下
に
あ
る
こ
と
が
漢
籍
に
も
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
和
歌
的
表
現

で
構
成
さ
れ
る
四
季
同
時
の
描
写
は
、
日
本
独
特
の
趣
向
と
言
え
る
。
漢

籍
を
利
用
す
る
と
と
も
に
、
日
本
的
な
要
素
を
付
け
加
え
る
点
に
つ
い
て
、

類
似
し
た
措
置
は
、
『
風
流
志
道
軒
伝
』
に
お
い
て
、
ほ
か
に
も
例
が
挙

げ
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
拙
稿
「
『
風
流
志
道
軒
伝
』
に
お
け
る
仙
人
伝
記
の
利
用
」（

二
十
）

で
示
し
た
と
お
り
、
風
来
仙
人
の
外
見
描
写
に
は
中
国
の
仙
人
伝
記
の
表

現
が
借
用
さ
れ
て
い
る
が
、
該
当
箇
所
に
中
国
仙
人
の
人
名
が
明
示
さ
れ

る
こ
と
は
な
く
、
風
来
仙
人
が

我
は
其
昔
元
暦
年
中
の
生
ま
れ
に
し
て
、
源
平
の
戦
な
ん
ど
は
稚
心

の
耳
に
残
、
漸
天
下
治
て
、
鎌
倉
将
軍
政
を
専
に
し
、
諸
人
太
平
の

化
を
た
の
し
む
。

（
『
風
流
志
道
軒
伝
』
巻
一
）

と
述
べ
る
よ
う
に
、
「
元
暦
」
や
「
源
平
の
戦
」
な
ど
日
本
的
要
素
が
追

加
さ
れ
て
お
り
、風
来
仙
人
は
日
本
生
ま
れ
の
仙
人
と
設
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
論
文
で
指
摘
し
た
と
お
り
、
源
内
は
『
風
流
志
道
軒
伝
』
に

お
け
る
羽
扇
の
不
思
議
な
力
に
つ
い
て
、
中
国
の
仙
人
伝
記
の
表
現
と
構

想
を
利
用
し
て
い
る
が
、
中
国
の
仙
人
伝
記
と
の
関
連
を
明
言
し
な
い
一

方
、
浅
之
進
が
空
を
飛
ぶ
場
面
（
仙
人
伝
記
に
も
存
在
す
る
能
力
）
で
、

大
人
国
の
人
が

是
は
定
て
日
本
に
沢
山
な
る
天
狗
に
て
や
あ
ら
ん

（
『
風
流
志
道
軒
伝
』
巻
三
）

と
述
べ
る
よ
う
に
、
日
本
の
天
狗
と
の
関
連
を
想
起
さ
せ
る
。

こ
の
よ
う
な
漢
籍
を
利
用
し
な
が
ら
も
日
本
的
な
要
素
を
強
調
す
る
態

度
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は
、
以
下
に
挙
げ
る
風
来
仙
人
の
発
言
で
あ
る
。

是
さ
へ
教
あ
し
き
時
は
、
迂
儒
学
究
と
て
、
上
下
を
着
て
井
戸
を
さ

ら
へ
、
火
打
箱
で
甘
藷
を
焼
、
唐
の
反
古
に
し
ば
ら
れ
て
、
我
身
が

我
自
由
に
な
ら
ぬ
具
足
の
虫
干
見
る
ご
と
く
、
四
角
八
面
に
喰
し
ば

つ
て
も
、
な
い
智
恵
は
出
ざ
れ
ば
、
却
て
世
間
な
み
の
者
に
も
お
と

れ
り
。
是
を
名
付
て
腐
儒
と
い
ひ
、
ま
た
屁
ッ
ぴ
り
儒
者
と
も
い
ふ
。

さ
れ
ば
味
噌
の
み
そ
く
さ
き
と
、
学
者
の
学
者
く
さ
き
は
、
さ
ん
〴
〵

の
も
の
な
り
と
て
、
又
是
を
見
破
た
る
先
生
た
ち
、
宋
儒
の
頭
巾
気

と
と
な
へ
出
せ
し
卓
見
も
、
角
を
直
さ
ん
と
て
牛
を
殺
。
其
末
流
の

木
の
葉
儒
者
に
は
、
猪
牙
に
乗
て
ひ
ち
り
き
を
吹
、
三
弦
に
唐
音
を

乗
、
甚
し
き
に
至
て
は
、
天
下
を
運
す
掌
の
内
に
、
お
花
と
や
ら
を

め
ぐ
ら
す
る
、
言
語
同
断
の
学
者
も
有
よ
し
。
是
皆
中
庸
を
知
ざ
る

と
、
鼻
毛
を
ぬ
か
ざ
る
よ
り
起
り
た
る
た
は
け
な
り
。
唐
は
唐
、
日

本
は
日
本
、
昔
は
昔
、
今
は
今
な
り
。
三
代
と
い
へ
ど
も
礼
楽
は
同

じ
か
ら
ず
、
立
て
拱
す
る
が
礼
な
り
と
て
、
今
貴
人
の
前
で
立
れ
も

せ
ず
。

（
『
風
流
志
道
軒
伝
』
巻
一
）

風
来
仙
人
に
多
く
源
内
自
身
の
属
性
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、『
風

来
山
人
集
』
の
頭
注
に
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
右
の
引
用
、
特
に

「
腐
儒
」
批
判
の
部
分
は
、
先
行
研
究

（
二
十
一
）

に
お
い
て
も
、
源
内
の
論

述
と
し
て
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
。
源
内
は
、
風
来
仙
人
の
口
を
借
り
て
、

度
を
越
え
て
中
国
の
古
典
に
従
う
儒
者
を
風
刺
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
。

さ
ら
に
、
彼
は
、
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唐
の
法
が
皆
あ
し
き
に
は
あ
ら
ず
、
さ
れ
ど
も
風
俗
に
応
じ
て
教
ざ

れ
ば
、
又
却
て
害
あ
り
、
日
本
人
は
小
人
島
を
虫
の
ご
と
く
思
へ
ば
、

ま
た
大
人
は
日
本
人
を
見
せ
も
の
に
し
、
（
中
略
）
手
長
・
足
長
の

ふ
つ
り
合
な
る
こ
と
、
皆
是
土
地
の
風
俗
な
り
。
天
竺
の
右
肩
合
掌
、

日
本
の
小
笠
原
、
其
仕
う
ち
は
替
れ
ど
も
、
礼
と
い
へ
ば
皆
礼
な
り
。

只
聖
人
の
す
み
が
ね
に
て
、
普
請
は
家
内
の
人
数
に
よ
つ
て
、
長
く

も
短
く
も
大
に
も
小
に
も
、
変
に
応
じ
て
作
る
べ
し
。

（
『
風
流
志
道
軒
伝
』
巻
五
）

の
よ
う
に
、
風
来
仙
人
の
口
を
借
り
て
、
外
国
の
考
え
方
を
利
用
す
る
際
、

自
分
の
国
に
合
う
よ
う
に
処
置
す
べ
き
と
述
べ
る
。

「
唐
は
唐
、
日
本
は
日
本
」
、「
風
俗
に
応
じ
て
」
の
よ
う
な
文
言
に
は
、

源
内
の
外
国
の
文
化
を
受
容
す
る
際
の
意
識
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
本
草
学
者
、
蘭
学
者
で
あ
り
、
外
国
知
識
の
摂
取
の
最
先
端
に
い
る

源
内
で
あ
る
が
、
外
国
の
も
の
に
積
極
的
に
触
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
盲

目
的
に
利
用
す
る
の
で
は
な
く
、
自
国
の
風
土
に
合
う
よ
う
に
吟
味
し
つ

つ
活
用
す
る
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
源
内
の
論
述
と
、
作
中
の
仙
境
描
写
な
ど
に
見
え
る
措
置

と
の
方
向
性
が
一
致
し
て
い
る
と
言
え
る
。

な
お
、
既
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
儒
学
を
排
撃
す
る
国
学
者
と
異
な
り
、

源
内
は
儒
学
そ
の
も
の
を
批
判
し
て
い
な
い

（
二
十
二
）

。
こ
の
儒
学
に
対
す

る
態
度
は
文
学
表
現
の
問
題
に
直
結
し
な
い
が
、
両
者
に
通
底
す
る
も
の

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
源
内
は
中
国
の
古
典
籍
へ
盲
従
す
る
現
象
を

非
難
す
る

（
二
十
三
）

一
方
、
彼
自
身
が
創
作
に
漢
籍
の
表
現
を
借
用
し
て
い

る
よ
う
に
、
漢
籍
の
利
用
そ
の
も
の
は
批
判
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、

彼
の
批
判
対
象
が
中
国
文
化
で
は
な
く
、
そ
の
受
容
の
際
に
お
け
る
「
中

庸
を
知
ざ
る
」
過
度
の
崇
拝
者
や
盲
従
者
で
あ
る
と
い
う
態
度
は
、
漢
籍

受
容
に
も
通
底
す
る
こ
と
で
あ
る
。

仙
境
は
元
々
中
国
由
来
の
も
の
で
あ
る
が
、
単
に
「
桃
花
源
記
」
や
『
遊

仙
窟
』
か
ら
表
現
を
得
て
並
べ
る
だ
け
で
は
彼
の
批
判
す
る
盲
従
者
と
同

じ
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
と
は
逆
に
、
日
本
的
な
描
写
の
追
加
な
ど
の
工
夫

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
効
果
に
つ
い
て
、
以
下
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

第
一
に
、
文
飾
的
意
味
合
い
に
お
い
て
、
四
季
の
詳
細
描
写
の
な
い
『
風

俗
遊
仙
窟
』
に
比
べ
、
文
章
の
優
美
化
と
仙
境
景
物
の
可
視
化
に
成
功
し

て
い
る
。

第
二
に
、
仙
境
の
創
出
の
面
に
お
い
て
、
既
に
仮
名
草
子
な
ど
先
行
作

品
に
散
見
す
る
よ
う
な
、
唐
土
の
仙
境
の
単
純
な
再
現
の
み
に
留
ま
ら
ず
、

日
本
的
な
趣
向
・
表
現
の
利
用
に
よ
っ
て
、
日
本
の
風
俗
に
合
致
し
た
仙

境
を
創
出
で
き
る
効
果
が
生
じ
る
。

第
三
に
、
第
二
と
関
連
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
物
語
の
進
行
（
主
要
人

物
の
登
場
）
の
面
に
お
い
て
、
「
日
本
」
の
仙
人
と
設
定
さ
れ
る
風
来
仙

人
の
登
場
に
、
環
境
の
意
味
で
の
下
地
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
仙
境
訪

問
譚
の
構
築
に
お
い
て
、
仙
人
の
造
形
と
、
仙
境
の
創
出
と
の
間
で
創
作

手
法
（
和
漢
融
合
）
の
一
貫
性
を
保
っ
て
い
る
。

第
四
に
、
源
内
の
思
想
主
張
を
背
景
に
考
え
る
と
、
こ
の
工
夫
は
、
源

内
の
外
国
文
化
の
受
容
意
識
の
践
行
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
正
し

い
受
容
の
仕
方
に
関
す
る
、
源
内
に
よ
る
例
示
で
あ
る
と
い
う
見
方
も
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
四
季
同
時
、
歌
語
的
表
現
の
よ
う
な
日
本
的
趣
向
を
取

り
入
れ
る
こ
と
や
、
仙
人
の
人
物
設
定
な
ど
は
、
中
国
的
な
も
の
を
利
用

し
つ
つ
も
、
日
本
の
風
俗
に
適
合
す
る
仙
境
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
源
内

の
意
識
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
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五

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
異
郷
訪
問
譚
の
系
譜
か
ら
『
風
流
志
道
軒
伝
』
に
お
け
る

仙
境
描
写
を
検
討
し
た
。
四
季
同
時
の
趣
向
や
四
季
描
写
が
近
世
に
新
た

に
創
作
さ
れ
た
異
郷
訪
問
譚
に
お
い
て
一
般
的
で
は
な
く
、
四
季
描
写
を

漢
籍
の
描
写
と
融
合
さ
せ
る
作
品
が
稀
少
で
あ
る
と
い
う
調
査
結
果
か

ら
、
彼
は
四
季
同
時
の
趣
向
・
描
写
を
意
識
的
に
選
択
し
、
そ
れ
を
漢
籍

の
描
写
に
接
ぎ
合
わ
せ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
仙
境
を
描

写
し
た
理
由
の
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
日
本
の
風
俗
に
適
合
す
る
仙
境

を
作
り
出
す
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
、
漢
籍
由
来
の
素
材
の
活
用
に
際
し
て
、

自
国
の
文
化
を
も
無
視
せ
ず
に
取
り
入
れ
る
と
い
う
源
内
の
受
容
姿
勢
が

あ
っ
た
こ
と
を
提
示
し
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
本
作
の
仙
境
描
写
は
、
源

内
の
外
国
文
化
・
事
物
に
関
す
る
主
張
を
反
映
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ

の
理
念
の
文
学
創
作
に
お
け
る
実
践
と
も
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

源
内
の
思
想
的
立
場
、
特
に
儒
学
の
諸
学
派
と
の
親
疎
に
つ
い
て
、
従

来
定
論
は
な
い
が
、
彼
の
外
国
文
化
受
容
の
論
述
や
漢
籍
受
容
の
姿
勢
の

検
討
を
契
機
に
し
て
、
当
時
の
学
問
界
、
思
想
界
と
の
繋
が
り
を
再
検
討

し
つ
つ
源
内
作
品
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
は
、
彼
の
思
想
主
張
や
創
作
姿

勢
の
さ
ら
な
る
解
明
に
繋
が
る
は
ず
で
あ
る
。

ま
た
、
上
代
と
中
世
の
異
郷
訪
問
譚
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
が
備
わ
る
の

に
対
し
て
、
伝
存
資
料
の
膨
大
さ
が
一
因
と
な
り
、
近
世
の
異
郷
訪
問
譚
を

正
面
か
ら
総
合
的
に
取
り
上
げ
た
研
究
は
未
だ
現
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で

は
、
研
究
の
基
盤
を
築
く
た
め
、
近
世
前
中
期
に
お
け
る
資
料
を
収
集
し
、

異
郷
描
写
の
様
相
を
検
討
し
た
。
今
後
、
調
査
範
囲
や
研
究
視
点
を
拡
大

し
な
が
ら
分
析
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
異
郷
訪
問
譚
の
全
体
像
、

作
品
・
作
者
の
個
別
的
特
性
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

［
注
］

（
一
）
中
村
幸
彦
校
注
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
風
来
山
人
集
』
（
岩
波
書
店
、

一
九
六
一
）
に
、
『
遊
仙
窟
』
の
書
名
が
解
説
で
典
拠
と
し
て
言
及
さ
れ
、

該
当
箇
所
の
本
文
が
頭
注
で
引
用
さ
れ
る
。

（
二
）
「
桃
花
源
記
」
に
よ
る
こ
と
が
注
（
一
）
『
風
来
山
人
集
』
の
解
説
で
指
摘

さ
れ
、
該
当
箇
所
の
本
文
が
頭
注
で
引
用
さ
れ
る
。

（
三
）
池
澤
一
郎
「
平
賀
源
内

―
「
平
賀
ぶ
り
」
と
漢
詩
文
と
の
共
鳴
」
（
『
国

文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
六
十
六
―
九
、
二
〇
〇
一
）。

（
四
）
注
（
一
）『
風
来
山
人
集
』
頭
注
。

（
五
）
野
田
寿
雄
「
近
世
後
期
の
異
国
遍
歴
小
説
」（
『
国
語
国
文
研
究
』
三
十
一
、

一
九
六
五
）。

（
六
）
『
西
遊
記
』
（
明
世
徳
堂
刊
『
新
刻
出
像
官
板
大
字
西
遊
記
』
）
第
七
十
三

回
、
毘
藍
婆
が
住
む
紫
雲
山
千
花
洞
の
外
の
描
写
に
、
「
寒
鴉
棲
古
樹
、
春

鳥
噪
高
樗
。
夏
盈
田
□
広
、
秋
禾
遍
地
余
。
四
時
無
不
落
、
八
節
有
花
如
」

（
摩
滅
）

（
マ
マ
）

が
あ
る
。
四
季
同
時
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
四
季
の
景
物
が
あ

る
描
写
は
、
漢
籍
（
文
言
小
説
、
白
話
小
説
の
両
方
）
に
お
い
て
は
稀
少
で

あ
る
。
比
較
的
多
い
の
は
、
松
・
竹
・
樟
・
檜
な
ど
の
植
物
（
『
西
遊
記
』

複
数
回
、
『
警
世
通
言
』
巻
四
十
、
『
水
滸
伝
』
第
一
回
な
ど
）
、
珍
し
い
植

物
（
『
西
遊
記
』
複
数
回
な
ど
）
、
常
に
同
じ
季
節
で
あ
る
描
写
（
『
醒
世
恒

言
』
巻
三
十
八
「
異
草
奇
花
、
八
節
有
長
春
之
色
」
な
ど
）
、
花
が
い
つ
も

咲
い
て
い
る
描
写
（
『
西
遊
記
』
第
四
回
の
「
有
千
千
年
不
卸
的
名
花
」）
な

ど
で
あ
る
。

な
お
、『
西
遊
記
』
に
諸
本
が
多
い
が
、
最
も
一
般
に
流
布
し
た
清
刊
本

の
『
西
遊
真
詮
』（
大
庭
脩
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』（
関

西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
一
九
六
七
）
所
収
「
商
舶
載
来
書
目
」
享
保
九

年
の
条
な
ど
に
記
録
あ
り
）
に
は
、
前
掲
第
七
十
三
回
の
四
季
景
物
の
描
写
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は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
明
楊
閩
斎
刊
本
（
日
本
内
閣
文
庫
蔵
『
新
鐫
全
像

西
遊
記
伝
』）
に
も
該
当
描
写
は
な
い
。
さ
ら
に
、『
西
遊
記
』
を
和
訳
し
た

『
通
俗
西
遊
記
』
初
編
が
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
が
、
該

当
回
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

（
七
）
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
奈
良
絵
本
『
か
く
れ
さ
と
』
の
本
文
は
、「
う

へ
木
に
は
、
月
に
花
さ
く
、
か
つ
ら
の
木
、

せ
ん
か
の
き
く
、
い
ろ
を
あ

➌

ら
そ
ひ
、

よ
し
の
の
さ
く
ら
、
お
の
へ
の
ま
つ
、
露
し
も
そ
め
し
、
く
れ

❶

な
ゐ
の
、
や
し
ほ
の
お
か
の
、

し
た
も
み
ぢ
、
西
行
法
師
が
、
い
に
し
へ
、

➌

か
れ
ば
の
か
ぜ
を
、
な
が
め
た
り
し
、

な
に
は
の
あ
し
の
一
む
ら
、
あ
り

➌

は
ら
の
中
将
の
、
あ
づ
ま
の
た
び
に
露
分
し
、
う
つ
の
山
辺
の
、

つ
た
か

➌

え
で
、
（
中
略
）
北
よ
り
つ
ゞ
く
、
山
を
み
れ
ば
、
た
か
ね
の
雪
は
、
き
え

や
ら
で
、
ま
ど
に
う
つ
ろ
ふ
、

梅
が
か
を
、
君
な
ら
で
は
と
、
に
ほ
ふ
ら

❶

ん
。

の
き
に
さ
え
づ
る
、
う
ぐ
ひ
す
、
う
つ
ば
り
に
す
く
ふ
、
つ
ば
め
、

❶

い
で
の
山
ぶ
き
、
み
か
さ
の
つ
ゝ
じ
、

お
ち
く
る
た
き
に
、
う
つ
ろ
ひ
て
、

❷

に
し
き
を
さ
ら
す
、
ご
と
く
な
り
。
（
中
略
）

い
そ
に
は
あ
ま
の
、
し
ほ

❶

た
れ
て
、
玉
も
を
と
り
、
い
そ
な
を
つ
む
。
（
中
略
）
山
の
う
し
ろ
は
、

す
み
が
ま
な
り
。
か
れ
ば
の
も
み
ぢ
、
を
り
く
べ
て
、
な
が
ふ
て
ほ
そ
く
、

➍た
ち
の
ぼ
る
、
け
ぶ
り
の
す
ゑ
も
、
あ
は
れ
也
」
で
あ
る
（
番
号
の
❶
❷
➌

➍
は
、
そ
れ
ぞ
れ
春
夏
秋
冬
を
表
す
）
。『
風
流
志
道
軒
伝
』
に
あ
る
、
春
の

鶯
が
梅
の
枝
を
木
伝
う
と
い
う
表
現
や
、
夏
の
卯
花
、
子
規
、
秋
の
鹿
、
冬

の
千
鳥
と
い
う
要
素
な
ど
は
、『
か
く
れ
さ
と
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
な
お
、

他
本
の
明
暦
二
年
刊
『
か
く
れ
里
の
物
語
』
は
上
巻
欠
の
た
め
、
該
当
箇
所

を
確
認
で
き
な
い
が
、
現
存
下
巻
の
本
文
は
奈
良
絵
本
と
ほ
と
ん
ど
相
違
が

な
い
こ
と
は
、『
室
町
時
代
物
語
集
』
五
「
解
題
」
に
指
摘
さ
れ
る
。

『
諏
訪
の
本
地
』
諸
本
系
統
の
う
ち
、
七
十
二
の
地
下
の
国
々
を
遍
歴
す

る
内
容
を
持
つ
の
は
、
諏
方
系
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
京
都
大
学
蔵
寛
永
二

年
写
本
『
諏
訪
縁
起
物
語
』
の
本
文
は
、
「
十
て
う
ば
か
り
行
て
国
有
、

夏
の
季
と
お
ぼ
し
く
て
、
田
の
く
さ
と
る
と
こ
ろ
な
る
に
、
（
中
略
）
此

❷国
を
ひ
が
し
へ
行
と
て
お
し
へ
給
へ
ば
、
そ
の
ご
と
く
東
へ
行
ほ
ど
に
、
ま

た
又
大
な
る
穴
あ
り
、
道
な
ら
ば
七
八
里
ほ
ど
行
て
見
た
ま
へ
ば
、

秋
と

➌

お
ぼ
し
く
て
、
い
ね
か
る
国
な
り
、
（
中
略
）
ま
た
か
の
国
よ
り
き
た
へ
む

き
て
行
ほ
ど
に
、
大
な
る
人
穴
あ
り
、
四
五
十
て
う
ば
か
り
行
て
見
た
ま
へ

ば
、

さ
な
へ
と
る
国
な
り
、
（
中
略
）
か
く
の
ご
と
く
、
七
十
二
の
人
穴

❷

を
す
ぎ
て
、
大
な
る
国
ゑ
出
す
、
其
国
は
、

秋
の
こ
ろ
と
お
ぼ
し
く
て
、

➌

木
ゞ
の
こ
ず
へ
、
う
す
も
み
ぢ
、
我
身
の
う
へ
や
ら
ん
と
心
ほ
そ
く
、
か
な

し
く
さ
び
し
き
こ
と
、
か
ぎ
り
な
し
」
で
あ
る
。
『
風
流
志
道
軒
伝
』
と
具

体
的
な
文
言
の
一
致
が
見
ら
れ
な
い
。
な
お
、
紙
面
の
関
係
上
、
諏
方
系
の

他
本
（
天
正
本
、
弘
化
本
）
の
引
用
を
省
略
す
る
が
、
こ
の
相
違
点
は
、
他

本
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

（
八
）
以
下
に
主
な
先
行
研
究
を
挙
げ
る
。

・
市
古
貞
次
「
異
郷
小
説
」（
『
中
世
小
説
の
研
究
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
五
五
）。

・
徳
田
和
夫
「
四
方
四
季
の
風
流
」（
『
お
伽
草
子
研
究
』
、
三
弥
井
書
店
、

一
九
八
八
）。

・
勝
俣
隆
「
中
世
小
説
（
お
伽
草
子
）
に
お
け
る
樹
木
の
諸
相

四
方

四
季
の
庭
園
の
樹
木
、
聖
樹
、
宇
宙
樹
、
並
び
に
擬
人
化
さ
れ
た
樹
木
」

（
正
道
寺
康
子
編
『
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
な
か
の
宇
宙
樹
・
生
命
の
樹
の
文

化
史
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
）。

（
九
）
『
風
流
志
道
軒
伝
』
巻
五
に
は
、
「
鏡
を
取
て
指
む
く
れ
ば
、
彼
浦
島
が
昔

に
は
あ
ら
で
、
今
ま
で
若
か
り
し
浅
之
進
、
八
十
ば
か
り
の
翁
と
変
じ
、
か

ら
だ
に
は
肉
薄
く
、
顏
は
皺
の
み
に
し
て
頷
長
く
、
鬢
髭
も
皆
ぬ
け
て
、
お

の
づ
か
ら
法
体
の
姿
を
あ
ら
は
し
け
れ
ば
」
の
よ
う
に
、
主
人
公
が
最
後
に
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翁
と
変
じ
る
場
面
に
お
い
て
浦
島
伝
説
に
言
及
す
る
。

（
十
）
朝
倉
治
彦
ほ
か
編
『
仮
名
草
子
集
成
』
第
一
巻
～
第
六
十
九
巻
（
東
京
堂

出
版
、
一
九
八
〇
～
二
〇
二
三
）。

（
十
一
）
浮
世
草
子
大
事
典
編
集
委
員
会
編
『
浮
世
草
子
大
事
典
』（
笠
間
書
院
、

二
〇
一
七
）。

（
十
二
）
叢
の
会
編
『
草
双
紙
事
典
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
六
）。

（
十
三
）
源
内
作
品
に
影
響
を
与
え
た
談
義
本
が
、
先
行
研
究
に
お
い
て
個
別
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
論
じ
た
の
は
、
石
上
敏
「
〈
平

賀
ぶ
り
〉
遡
源

―
談
義
本
の
影
響
に
つ
い
て
」（
『
岡
大
国
文
論
稿
』
十
九
、

一
九
九
一
）
で
あ
る
。
そ
こ
に
言
及
さ
れ
る
『
当
世
下
手
談
義
』
、『
風
俗
七

遊
談
』
、『
聖
遊
廓
』（
洒
落
本
）
、
『
花
菖
蒲
待
乳
問
答
』
、『
泉
台
冶
情
』（
洒

落
本
）
、『
当
世
花
街
談
義
』
、
『
見
外
白
宇
瑠
璃
』、
佚
斎
樗
山
作
品
（
『
田
舎

荘
子
』
、『
田
舎
荘
子
外
篇
』
、
『
河
伯
井
蛙
文
談
』
、『
再
来
田
舎
一
休
』
、『
六

道
士
会
録
』
、
『
英
雄
軍
談
』
、
『
雑
篇
田
舎
荘
子
』
）
、
『
禁
現
大
福
帳
』
、
『
跖

婦
伝
』
、『
風
俗
八
色
談
』
十
七
点
に
加
え
、
野
田
寿
雄
「
談
義
本
の
発
展
」

（
『
近
世
小
説
史
論
考
』
塙
書
房
、
一
九
六
一
）
に
指
摘
さ
れ
る
『
不
埒
物

語
』
、『
風
来
山
人
集
』「
解
説
」
に
作
品
名
が
あ
る
『
風
俗
遊
仙
窟
』（
注
（
十
七
）

参
照
）
二
点
も
対
象
と
し
、
総
計
十
九
点
を
扱
う
。

（
十
四
）
た
と
え
ば
、
宋
代
成
立
の
史
書
『
新
唐
書
』
巻
一
百
六
十
七
列
伝
第
九

十
二
に
お
け
る
「
天
台
山
霊
仙
所
舍
、
多
異
草
」
、
宋
代
成
立
の
説
話
物
語

集
『
太
平
広
記
』
巻
九
十
五
異
僧
第
九
に
お
け
る
「
天
人
皆
長
大
、
身
有
光

明
。
其
殿
堂
樹
木
、
皆
是
七
宝
」
な
ど
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

（
十
五
）
石
上
敏
「
平
賀
源
内
の
戯
作
へ
の
浮
世
草
子
の
影
響
に
つ
い
て
」
（
『
解

釈
』
三
十
八
―
五
、
一
九
九
二
）。

（
十
六
）
瑠
璃
な
ど
修
飾
語
の
使
用
は
、
本
来
は
仏
典
・
漢
籍
の
影
響
を
受
け
た

も
の
で
あ
る
が
、
既
に
異
郷
描
写
の
常
套
句
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
『
風
流

志
道
軒
伝
』
の
よ
う
な
漢
籍
（
「
桃
花
源
記
」
『
遊
仙
窟
』
）
に
大
き
く
依
拠

す
る
の
と
は
異
質
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
十
七
）
『
風
流
志
道
軒
伝
』
と
『
風
俗
遊
仙
窟
』
に
は
、
細
か
い
要
素
の
類
似

が
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
『
風
流
志
道
軒
伝
』
の
「
花
実
時
を
あ
ら
そ
ひ
」
、

「
匂
ひ
の
薫
来
て
」
、
「
幾
間
と
も
な
く
廊
下
を
伝
ひ
行
て
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ

『
風
俗
遊
仙
窟
』
の
「
花
開
け
実
を
む
す
ぶ
」
、「
薫
風
南
よ
り
来
り
」
、
「
長

廊
を
行
過
て
」
と
対
応
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
風
流
志
道
軒
伝
』
と
『
風
俗
遊
仙
窟
』
と
の
関
連
に
言
及
し
た
先
行
研

究
は
少
な
く
、
中
村
幸
彦
『
風
来
山
人
集
』「
解
説
」
に
、「
美
女
の
案
内
す

る
の
は
、
や
は
り
遊
仙
窟
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ど
こ
か
似
通
っ
た
風
俗

遊
仙
窟
（
寛
延
三
年
）
が
既
に
出
版
さ
れ
て
い
た
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、

書
名
に
言
及
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。
た
だ
し
、
該
当
箇
所
の
頭
注
に
示
さ
れ

る
の
は
『
遊
仙
窟
』
の
み
で
あ
り
、
こ
の
『
遊
仙
窟
』
と
の
関
連
を
示
す
説

が
後
に
も
引
用
さ
れ
、
通
説
と
な
っ
て
い
る
。

（
十
八
）
城
福
勇
『
平
賀
源
内
』
第
三
章
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
一
）。

（
十
九
）
小
池
正
胤
・
叢
の
会
編
『
江
戸
の
絵
本

初
期
草
双
紙
集
成
』
四
（
国

書
刊
行
会
、
一
九
八
九
）
に
、『
太
平
記
』
、『
風
俗
文
選
』
、『
俳
諧
類
船
集
』

の
例
が
挙
げ
ら
れ
、
「
天
狗
と
杉
と
は
関
連
の
あ
る
も
の
と
し
て
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
。

（
二
十
）
拙
稿
「
『
風
流
志
道
軒
伝
』
に
お
け
る
仙
人
伝
記
の
利
用
」
（
『
国
語
国

文
』
九
十
二
―
三
、
二
〇
二
三
）。

（
二
十
一
）
吉
田
祐
暉
彦
『
平
賀
源
内
の
人
と
文
学
』
「
源
内
の
諷
刺
」
章
（
日

本
洋
学
史
研
究
会
、
一
九
五
八
）
、
野
田
寿
雄
「
平
賀
源
内
に
つ
い
て
」（
『
日

本
文
学
』
二
十
二
―
九
、
一
九
七
三
）。

（
二
十
二
）
城
福
勇
『
平
賀
源
内
の
研
究
』
「
思
想
的
立
場
」
章
（
創
元
社
、
一

九
七
六
）
に
、
「
源
内
の
儒
仏
批
判
と
国
学
者
の
そ
れ
と
の
間
に
は
、
根
本
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的
に
相
違
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
学
者
の
場
合
は
、
儒
仏
を

批
判
し
、
排
撃
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
成
立
し
え
な
い
底
の
も
の
で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
、
国
学
に
お
け
る
儒
仏
批
判
は
、
そ
の
重
点
が
常
に
儒
教
に
お

か
れ
、
（
中
略
）
源
内
の
儒
仏
批
判
は
、
重
点
が
む
し
ろ
仏
教
に
あ
る
。
少

な
く
と
も
儒
教
は
、
本
来
の
姿
に
お
い
て
排
斥
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
反

し
て
仏
教
は
、
内
容
的
・
教
理
的
に
否
認
さ
れ
て
い
る
の
を
知
る
の
で
あ
る
」

と
指
摘
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
源
内
と
儒
学
の
諸
学
派
と
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
、
彼

は
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
に
林
家
に
入
門
し
た
が
、
注
（
二
十
二
）
前
掲

書
が
、
源
内
は
「
理
学
を
尊
ぶ
朱
子
学
よ
り
も
、
む
し
ろ
人
情
を
尊
重
す
る

古
学
に
好
意
的
で
あ
っ
た
（
中
略
）
彼
は
仁
斎
学
に
、
特
に
好
意
的
で
あ
っ

た
」
と
指
摘
し
、
福
田
安
典
「
平
賀
源
内
と
『
名
物
六
帖
』
」（
前
田
富
祺
先

生
退
官
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
日
本
語
日
本
文
学
の
研
究
』
、
二
〇
〇
一
）

は
、
源
内
作
品
に
お
け
る
『
名
物
六
帖
』
の
多
用
と
古
義
堂
系
学
者
へ
の
皮

肉
な
扱
い
の
両
存
か
ら
、
源
内
の
古
義
堂
へ
の
こ
だ
わ
り
を
指
摘
し
た
。

一
方
、
中
野
三
敏
「
狂
文
意
識
の
背
景
」（
『
戯
作
研
究
』
、
中
央
公
論
社
、

一
九
八
一
）
は
、
陽
明
学
的
「
狂
」
が
江
戸
中
期
の
「
文
人
達
に
諷
諫
、
議

論
の
書
を
続
出
さ
せ
る
原
因
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
、
同
「
狂
文
論
」

は
、

狂
文
戯
作
の
作
者
と
し
て
、
源
内
を
含
む
複
数
人
を
挙
げ
る
。
た
だ
し
、
源

内
に
お
け
る
陽
明
学
の
影
響
の
詳
細
ま
で
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
源
内
作
品
に
お
け
る
「
礼
」
や
「
唐
の
法
」
が
国
、
時
の
変
に
応

じ
て
作
る
べ
し
、
と
い
う
主
張
に
直
接
的
な
影
響
が
あ
る
か
ど
う
か
は
断
言

で
き
な
い
が
、
一
つ
の
先
蹤
と
し
て
、
陽
明
学
派
の
時
処
位
論
が
あ
っ
た
可

能
性
が
あ
る
。

（
二
十
三
）
た
と
え
ば
、
源
内
著
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
刊
の
「
放
屁
論
」

に
は
、
「
近
年
の
下
手
糞
ど
も
、
学
者
は
唐
の
反
古
に
縛
ら
れ
、
詩
文
章
を

好
む
人
は
、
韓
・
柳
・
盛
唐
の
鉋
屑
を
拾
ひ
集
て
柱
と
心
得
（
中
略
）
其
余

諸
芸
皆
衰
へ
、
己
が
工
夫
才
覚
な
け
れ
ば
、
古
人
の
し
ふ
る
し
た
る
事
さ
へ

も
、
古
人
の
足
本
へ
も
と
ゞ
か
ざ
る
は
、
心
を
用
ざ
る
が
故
な
り
」
が
あ
る
。

［
付
記

］
1

本
文
の
引
用
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
平
賀
源
内
作
品
は
中
村
幸
彦
校
注
、

日
本
古
典
文
学
大
系
『
風
来
山
人
集
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
）
、
『
西
遊
記
』

は
古
本
小
説
集
成
『
西
遊
記
（
世
徳
堂
本
）
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
）
、

『
警
世
通
言
』
は
嚴
敦
易
校
註
『
警
世
通
言
』（
作
家
出
版
社
、
一
九
五
六
）
、『
醒

世
恒
言
』
は
顧
学
頡
校
注
『
醒
世
恒
言
』
（
作
家
出
版
社
、
一
九
五
六
）
、
『
か
く

れ
さ
と
』
は
横
山
重
・
太
田
武
夫
校
訂
『
室
町
時
代
物
語
集
』
五
（
大
岡
山
書
店
、

一
九
四
二
）
、
『
諏
訪
縁
起
物
語
』
は
横
山
重
・
太
田
武
夫
校
訂
『
室
町
時
代
物
語

集
』
二
（
大
岡
山
書
店
、
一
九
三
八
）
、『
新
唐
書
』
は
『
新
唐
書
』（
中
華
書
局
、

一
九
七
五
）
、
『
太
平
広
記
』
は
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
所
蔵
乾
隆
二
十
年

槐
陰
堂
刊
本
に
よ
っ
た
。
引
用
に
際
し
て
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
、
私
に
句

読
点
、
濁
点
な
ど
を
付
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

［
付
記

］
2

本
稿
は
、
令
和
四
年
度
京
都
大
学
国
文
学
会
（
於
京
都
大
学
、
二
〇
二
二
年
十

一
月
）
の
口
頭
発
表
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
す
。
発
表
の
際
に
御
教
示
を
賜

り
ま
し
た
先
生
方
、
時
処
位
論
に
つ
い
て
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
大
谷
雅
夫
先
生

に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
ふ

ぎ
ょ
う
れ
い
・
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）
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表
二

仮
名
草
子
に
お
け
る
異
境
訪
問
譚
の
四
季
描
写
・
植
物
描
写

【
凡
例
】

．「
●
」
は
、
そ
の
要
素
が
作
品
に
見
え
る
こ
と
を
示
す
。

1
．
「
珍
し
い
植
物
」
は
、
「
名
も
し
ら
ぬ
草
の
花
」
「
め
な
れ
ぬ
草
木
」
「
異
草
」
な
ど
見
慣
れ
な
い
植
物
、「
七
宝
の
樹
」
な
ど
想
像
上
の
植
物
を
総
称

2し
た
も
の
で
あ
る
（
以
下
同
様
）。

．「
実
在
の
植
物
」
欄
の
表
記
は
底
本
に
従
う
（
以
下
同
様
）。
一
方
、
植
物
が
挿
絵
に
あ
る
場
合
は
「（
絵
に
杉
）」
の
よ
う
に
示
す
（
表
三
も
同
様
）。

3
．「
底
本
」
欄
に
お
け
る
数
字
は
、『
仮
名
草
子
集
成
』
の
巻
数
で
あ
る
。

4
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表
二
（
続
き
）
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表
三

浮
世
草
子
、
談
義
本
に
お
け
る
異
境
訪
問
譚
の
四
季
描
写
・
植
物
描
写

【
凡
例
】

．
異
境
訪
問
譚
で
は
な
い
が
、
異
郷
関
連
描
写
の
あ
る
作
品
も
表
に
入
れ
、
そ
の
旨
を
備
考
欄
に
記
入
し
た
。
異
郷
訪
問
譚
で
あ
る
も
の
の
、
作
品

1に
描
写
が
な
い
も
の
は
、
表
に
入
れ
な
か
っ
た
。

．
『
西
村
本
小
説
全
集
』
を
『
西
村
』
、
『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
を
『
全
集
』
、
『
定
本
西
鶴
全
集
』
を
『
定
本
西
鶴
』
、
『
新
編
西
鶴
全
集
』
を
『
新
編

2西
鶴
』、『
元
禄
好
色
草
子
集
』
を
『
元
禄
』、『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
を
『
大
系
』、『
徳
川
文
芸
類
聚
』
を
『
徳
川
』、『
叢
書
江
戸
文
庫
』
を
『
叢
書
』
、

『
八
文
字
屋
本
全
集
』
を
『
八
』
、
杉
本
和
寛
「
零
本
『
好
色
閻
魔
歌
舞
記
』
小
考
」（
二
〇
一
二
）
を
「
杉
本
翻
刻
」
、
玉
川
大
学
教
育
学
術
情
報
図
書

館
蔵
寛
保
三
年
刊
本
を
「
玉
川
大
学
蔵
本
」
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
宝
暦
十
四
年
刊
本
を
「
京
都
大
学
蔵
本
」
、
『
京
都
大
学
蔵
大
惣
本
稀
書
集
成
』

を
『
大
惣
本
』、
咲
本
英
恵
・
本
多
亜
紀
・
内
田
保
廣
「
不
埒
物
語
翻
刻
」（
二
〇
一
二
）
を
「
咲
本
翻
刻
」
と
略
称
す
る
。
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表
三
（
続
き
）
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表
三
（
続
き
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表
三
（
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き
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表
三
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表
四

草
双
紙
に
お
け
る
異
境
訪
問
譚
の
四
季
描
写
・
植
物
描
写

【
凡
例
】

．
異
郷
と
認
め
ら
れ
る
か
が
明
確
で
は
な
い
怪
物
退
治
譚
も
表
に
入
れ
、
そ
の
旨
を
「
該
当
場
面
」
欄
に
記
入
し
た
。

1
．「
実
在
の
植
物
」
欄
に
お
け
る
「
（
）」
は
、
本
文
に
な
く
、
挿
絵
に
あ
る
こ
と
を
示
す
。

2
．
『
叢

草
双
紙
の
翻
刻
と
研
究
』
を
『
叢
』
、
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
を
『
新
大
系
』
、
『
近
世
子
ど
も
の
絵
本
集

江
戸
篇
』
を
『
近
世
』
、
『
江

3戸
の
絵
本

初
期
草
双
紙
集
成
』
を
『
江
戸
』
と
略
称
す
る
。
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表
四
（
続
き
）


